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た場合は，次の授業の最初に行い，生徒に復習させ
た。裏面には 1問 1答形式の確認問題を掲載し，授
業の内容を復習できるようにした（図 3）。
生徒に授業のまとめとポイントを伝え，復習の方

法を教えた。反復学習により，知識の定着を図った。
また，毎回の授業の自己評価を記入させることで，
同じ失敗を繰り返えさないように伝えた。あわせて，
学期の反省も行った。
細かいことだが，ガイドブックに備忘録をのせた

（図 4）。失敗したこと，できなかったこと等，記録
をし，自覚をさせ次のテストに生かすことが大切で
ある。そこで，定期（主に中間）試験が終わったとこ
ろで成績と反省を記入させ次回に生かせるようにし
た。合わせて，提出物の期限を記入させ，提出物の
自己管理をさせた。
②チャレンジ 21

「チャレンジ 21」と
は，「これだけは必
要」という知識を集
めた杉戸農業高校オ
リジナルの問題集の
ことであり，理科の
分野では，「天気」「星」「ヒトのからだ」「生物のつく
り」「元素記号」「単位」「環境問題」などの内容を取り
上げ，生きていく上で必要な言葉（主に日常で使わ
れる科学用語）を
12 ペ ー ジ（Ａ 4

サイズ）でまとめ
たものである（図
5）。
この問題集の

中から 100題選
択して出題する
「課題テスト」を
毎学期（長期休業
後に）実施した。
テスト終了後に
は，生徒一人一
人に，得点，ク
ラス順位，学年
順位，総合順位
を記入した個票
を配付した。その

票には過去のデータもあわせて記入し，継続的に指
導した。 

さすがに，同じ問題を何度も間違えると，「また
できなかった」と思う生徒が多くなり，少しずつで
はあるが，覚えてくる様子が見られた。一度で出来
なくても，何度か行ううちに自然と覚えることがう
かがえた。
また，「これだけは日常生活で必要」という意図で

作った問題集であるので，学期末に欠点になった生
徒に対して，「チャレンジ 21」の問題文と図を全て
記入させる課題を課し，次学期の課題テストの学習
も兼ねて行うことで，同じ生徒が欠点にならないよ
うにした。

3.	 実験から学ぶ理科（実習科目としての理科）
実験レポートの考察については，学習方法を理解

させるために次の手順を経てレポートが自分で書け
るようになるように工夫した（図 6）。

教科書・資料集の該当ページを提示し，

そのままうつせばよい形に作成した（図6実線部分）。
設問の中のキーワードから教科書・資料

集を探させ，解答を書かせるように作成した（図 6
破線部分）。

教科書や資料集に詳しく記載されてい

ない内容を，図書館の本やWebサイトを利用して

1.	 はじめに
埼玉県立杉戸農業高等学校（前任校）は「いのちと
みどりをはぐくむ学校」という名の通り，多くの実
習を通して，いのちの大切さ，育てることの大変さ
を体感する農業の専門高校である。作業は黙々と熱
心に行い，与えられた仕事は何とかこなそうと努力
することができるが，そこから自ら考え，学び，知
識を深めようとする意識は低い状況である。杉戸農
業高校に限らず，メディアでも学生・生徒の勉強や
研究に対する意識が低下し，意欲が薄れていると報
道されている。
「興味・関心を高める（持たせる）」ということに強
く主眼を置いて授業や実験を行ってきたが，生徒が
「興味・関心」を持ったことに対して，その内容を生
徒が深く掘り下げて考えることが出来るのか非常に
強い疑問を持った。
そこで私は「自ら学ぶ」ことができるよ
うになることこそが，「興味・関心」を高
め，知識を深めることにつながるのでは
ないかと考える（図 1）。具体的に，「自
ら学ぶ」とは「持っている知識を活用して
様々な現象を理解すること」であり，ま
さに学習指導要領の目標の「科学的に探
究する能力と態度を育てるとともに自然
の事物・現象についての理解を深め，科
学的な自然観を育成する」ことである。

しかしながら，杉戸農業高校の生徒は小・中学校
で学習した内容を十分に理解している生徒はごく少
数であり，「なぜ？」と疑問を持っても，それを解決
する手だてを知らない。そこで，「学習方法」を段階
的に学んでいくのがよいと考えた。低学年に設定さ
れている必修科目は講義と実験を通して基礎知識

「自ら学ぶ力の育成」をめざす化学の授業の実践
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（基礎学力）と実験の方法，まとめ・考察の方法につ
いて学習し，身につけることに主眼を置いた。高学
年におかれている選択科目の中では，実験を通して
低学年で学習した基礎知識を活用して，実験をまと
め，考察できるように授業を組み立てた。
杉戸農業高校で実際に行った授業の方法を，報告

させていただく。

2.	 講義の中で学ぶ理科（基礎学力の定着）
杉戸農業高校の理科の必修科目として，1年で「生
物Ⅰ」（3単位），2年で「理科基礎」（3単位）の授業が
設定されている。週 3回の授業の中で，主に「学習
の方法」「復習の大切さ」を伝えるために 2つの工夫
を行った。
①ガイドブックの作成

授業ごとに記録をとり，次の授業に生かすプリン
トを作成し，毎授業の終わり 5分で内容，キーワー
ド，教科書・資料集の該当ページ，その日の自己評価・
反省を記入させた（図 2）。授業時間内に出来なかっ
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図 2　ガイドブック

図 3	 ガイドブックの確認問題（一部）

図 4　ガイドブックの備忘録

図 5　チャレンジ21（抜粋）
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図 1　科学に対するものの見方
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4.	 発展科目としての理科
選択科目として，3年で「化学Ⅰ」（2単位）が設定

されており，本年度は 16名が選択した。2時間続
きの授業であるため，実験を通して器具の使い方か
ら，考察の方法や，レポートの書き方を修得させ，
2学期に「探究活動」にあたる実験（最終的には 1人
で行う実験）を行い，3学期に「課題研究」を行った

調べさせ，意欲のある生徒にはさらに深い考察をさ
せた（図 6破線部分）。
また，レポート返却時には作成例を作成し，生徒
に自分の提出したレポートと比較させ，何が違うか，
どのようなことがポイントなのか考えさせ，レポー
トの回数を重ねることで，さらにレベルアップでき
るようにした。

計画書に不備がある生徒は呼んで，考えさせ，書き
直しさせた。授業時間の関係で，発表会は出来なかっ
た。また，課題研究の実験レポートは手順と結果だ
けでなく，それぞれの実験ごとに考察を与え，調べ
まとめさせた。

5.	 成果と課題
課題テストで毎回「太陽は（東）からのぼり（西）に

しずむ」という問題を最初に出しているので，杉戸
農業高校の生徒は，ほとんど全員が知っている常識
となった。また，ガイドブックを記入させることで，
毎回の授業にリズムが生まれた。
一方で，ガイドブックの点検，実験レポートの評

価などに時間がかかり，どうしてもレポートの返却
が遅れたり，実験の時間が取れなくなったりした。
また，言われたとおりに素直に行う生徒は良いが，
面倒くさがる生徒に対する指導が行き届いたとはい
えなかった。時間をどう作るかが今後の課題である。
発展科目としての理科で行った課題研究は，意欲

のある生徒とはいえ，今までの実験を参考に実験を
組み立てることが出来ず，Webサイトや実験書を
写したものをおそるおそるやったに過ぎず，「化学
は難しい」と思って終わってしまった生徒が多かっ
た。
化学が「現象としておもしろい」から「理解し自分

で実験するおもしろさ」への入り口の手前で授業が
終わってしまい，もっと時間をかける必要性を強く
感じた。

6.	 最後に
杉戸農業高校での 7年間の実践報告であり，昨年

度総合教育センターの『「自ら学ぶ力」の育成に係る
調査研究』をもとに，さらに発展させたものです。
全ての高等学校で同様に実践することはできないと
考えておりますが，先生方の授業実践の一助となれ
ば幸いです。また，まだまだ私も発展途中です。更
なる授業改善につながりますので，先生方からご意
見いただけるとありがたいです。

（表 1）。毎回レポー
トを提出させ，レ
ポートの内容を出来
るだけ細かく指導し，
評価した。
課題研究では，そ

れまでやってきた実
験を参考にすればで
きる 7つのテーマを
挙げ，その中から選択させた（表 2）。必要な器具，
薬品（濃度計算も），手順を記入させ，教員と相談し
ながら実験計画書を作成させた。計画書提出の後，
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日程 タイトル
4月 16日 フェノールフタレイン・フルオレセインの合成
4月 23日 サリチル酸メチルの合成，発泡入浴剤を作ろう
4月 30日 ガラス細工，ニトログリセリンの毛細管爆発
5月 7日 草木染め
5月 14日 3色焼きそば
6月 4日 身近なものの pHを測定しよう
6月 11日 中和を理解しよう
6月 18日 食酢の濃度を決定しよう
6月 25日 食酢の濃度を決定しよう
7月 2日 生クリームの七変化
9月 3日 テルミット反応
9月 10日 鏡を作ろう
9月 17日 イオン化傾向，金属樹を作ろう
9月 25日 電池を作ろう

10月 8日 電気分解
10月 22日 糖の分類①
11月 5日 糖の分類②，金属イオンの性質①
11月 19日 金属イオンの性質②
11月 28日 課題研究（説明，テーマ決め）
12月 3日 課題研究（手段・方法検討），夜光バッジを作ろう
1月 9日 課題研究（実験実施）
1月 23日 課題研究（実験実施）
1月 30日 課題研究（レポート作成）

図 7	 課題研究の様子
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●発光物質を作ろう（ルミノールを合成して光らせる）
●身近な指示薬を探ろう
（指示薬になりそうなものを調べ，pHで何色になるか確
認し，考察する）

●「カルピス」の酸の濃度を決定しよう
（カルピスの酸の濃度を決定する）
●色々な「果物のにおい」を作ろう
（エステルを合成し，においを確認する）
●金属にめっきをしよう
（電気分解を利用して，様々な濃度で金属をめっきし，違
いを調べる）

●きれいな金属樹を作ろう
（様々な濃度で金属樹を作成し，きれいにできる濃度を探る）
●その他 （やってみたい実験があったら相談にのります）図 6　実験レポートの作成例

表 2	 課題研究タイトル一覧

表 1	 本年度行った実験の実施状況


